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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第60期

中間連結会計期間
第61期

中間連結会計期間
第60期

会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2026年４月１日
至 2026年９月30日

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

売上高 (百万円) 24,854 25,493 52,431

経常利益 (百万円) 2,431 2,287 5,533

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(百万円) 1,666 1,554 3,709

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 1,658 1,561 3,743

純資産額 (百万円) 36,402 38,186 37,891

総資産額 (百万円) 47,318 48,525 49,289

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 111.83 104.35 249.00

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 76.9 78.7 76.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 820 1,789 2,788

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,337 △2,414 △1,618

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △674 △1,282 △1,289

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 18,464 17,648 19,550
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動として、前連結会計年度において非連結子会社であったNSW SOLUTION MALAYSIA SDN.

BHD.は、事業活動の開始に伴い重要性が増したため、当中間連結会計期間より連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況　

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、金利上昇や物価高などの景気の押し下げ要因もありましたが、企

業収益は底堅く推移し、堅調な雇用環境や継続的な賃上げによる個人消費の持ち直しの動きも見られ、ゆるやかな

回復基調を維持しました。一方で、米国経済動向や中東情勢、金融資本市場の変動など、今後の企業業績や景気に

与える影響を注視していく必要があります。

かかる中、情報サービス産業におきましては、DX推進やAI活用の本格化を背景に、クラウド、データ活用、レガ

シーシステム刷新などの需要は引き続き旺盛であり、企業の競争力強化や生産性向上を支える重要な投資分野と

なっています。また、サイバー攻撃の高度化・巧妙化を背景に、セキュリティ対策やガバナンス強化の必要性が高

まっており今後もデジタル投資需要は底堅く推移していくものと見込まれます。一方、AI技術の急速な進展や競争

環境の変化に加え、顧客企業における費用対効果を重視した投資案件の選別強化など、今後の事業環境の動向にも

留意していくことが重要であると考えます。

このような状況のもと、当中間連結会計期間における当社グループの業績は、受注高・売上高は堅調に推移し、

受注高25,575百万円（前年同期比0.1%増）、売上高25,493百万円（同2.6%増）となりました。利益については、AI

に関する戦略的な投資や一部の事業ポートフォリオ再編に伴う人的シフトやリスキリング施策の実施により一時的

に収益性が低下したことから、営業利益2,315百万円（同1.9%減）、経常利益2,287百万円（同5.9%減）、親会社株

主に帰属する中間純利益1,554百万円（同6.7%減）となりました。

 
当中間連結会計期間の報告セグメント別の概況は、次のとおりであります。

 
＜エンタープライズソリューション＞

売上高につきましては、金融・公共分野のシステム開発が好調に推移したものの、一部製造業向けビジネスを

サービスソリューションに移管した影響により減収となりました。利益につきましては、高収益案件の増加に加

え、販管費の減少により増益となりました。

これらの結果、受注高は6,999百万円（前年同期比9.4%減）、売上高は6,788百万円（同11.2%減）、営業利益は

870百万円（同2.4%増）となりました。

 
＜サービスソリューション＞

売上高につきましては、エンタープライズソリューションからの製造業向けビジネスの移管に加え、データマネ

ジメント分野の堅調な伸びもあり増収となりました。一方で、利益につきましては一部の移管事業の再編に伴う人

的シフトやリスキリング施策の実施の影響で減益となりました。

これらの結果、受注高は8,224百万円（前年同期比11.3%増）、売上高は8,417百万円（同17.3%増）、営業利益は

79百万円（同42.3%減）となりました。

 
＜エンベデッドソリューション＞

売上高につきましては、通信分野におけるネットワーク機器開発案件が好調を維持し増収となりました。利益に

つきましては、増収に伴う売上総利益の増加により増益となりました。

これらの結果、受注高は5,595百万円（前年同期比0.7%増）、売上高は5,647百万円（同4.3%増）、営業利益は

756百万円（同1.7%増）となりました。
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＜デバイスソリューション＞

売上高につきましては、主要顧客の投資状況に濃淡がありつつもデバイス開発分野が堅調に推移したことでほぼ

横ばいながら増収となりました。利益につきましては、販管費の増加などが影響し減益となりました。

これらの結果、受注高は4,756百万円（前年同期比2.5%減）、売上高は4,640百万円（同0.5%増）、営業利益は

609百万円（同3.1%減）となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比べ1,902百万円減少し、

17,648百万円となりました。

当中間連結会計期間の活動別概況は、次のとおりであります。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、1,789百万円（前年同期比969百万円の収入の増加）となりました。これは主

に、税金等調整前中間純利益2,286百万円に対し、増加要因として売上債権の減少額1,489百万円、減少要因とし

て、仕入債務の減少額675百万円、前払費用の増加額646百万円、法人税等の支払額534百万円があったことによる

ものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、2,414百万円（前年同期比1,077百万円の支出の増加）となりました。これは

主に、投資有価証券の取得による支出2,000百万円、長期前払費用の取得による支出241百万円によるものであり

ます。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、1,282百万円（前年同期比608百万円の支出の増加）となりました。これは主

に、配当金の支払額1,264百万円によるものであります。

　

(3) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。

 

 a.経営成績の分析

当中間連結会計期間は、売上高につきましては、エンタープライズソリューション事業における金融・公共分野

のシステム関連開発やエンベデッドソリューション事業の通信分野の伸長を中心に、各セグメントが堅調な推移を

みせ増加となりました。利益につきましては、AIに関する戦略的な投資やサービスソリューション事業における移

管業務の再編に伴う人的シフトやリスキリング施策の実施の影響もあり減少となりました。

これらの結果、売上高は25,493百万円（前年同期比2.6%増）、営業利益は2,315百万円（同1.9%減）、経常利益

は2,287百万円（同5.9%減）、親会社株主に帰属する中間純利益は1,554百万円（同6.7%減）となりました。

 
 ｂ.財政状態の分析

当中間連結会計期間末における総資産は、48,525百万円となり、前連結会計年度末比764百万円の減少となりま

した。これは主に、現金及び預金の減少（3,906百万円）、売掛金及び契約資産の減少（1,573百万円）がありまし

たが、有価証券の増加（2,003百万円）、流動資産の「その他」に含まれる前払費用の増加（437百万円）、投資有

価証券の増加（2,000百万円）があったことによるものであります。

総負債は、10,338百万円となり、前連結会計年度末比1,059百万円の減少となりました。これは主に、買掛金の

減少（675百万円）、流動負債の「その他」に含まれる未払金の減少（333百万円）があったことによるものであり

ます。

純資産は、38,186百万円となり、前連結会計年度末比294百万円の増加となりました。

 

EDINET提出書類

ＮＳＷ株式会社(E04952)

半期報告書

 4/21



 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 
(5) 研究開発活動

当中間連結会計期間における当社グループの研究開発費は、201百万円であります。なお、当中間連結会計期間

において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(6) 経営成績に重要な影響を与える要因および経営戦略の現状と見通し

当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因は、前事業年度の有価証券報告書の「３　事業等のリスク」

に記載の通りであり、重要な変更はありません。

情報サービス産業におきましては、生成AIをはじめとする先端技術の進展を背景に、企業のDX推進や業務変革へ

の取り組みが加速しており、IT需要は引き続き拡大が見込まれます。一方で、サイバー攻撃の高度化・巧妙化や増

大する情報セキュリティリスクなどについては重要な経営課題として取り組んでいく必要があります。

このような状況のもと、当社グループは2025年4月から2028年3月を対象とする中期経営計画の2年目を迎え

「DRIVE DX×Change The Standard」の基本コンセプトのもと、これまで進めてきたDXを加速させるとともに、成

長と変化を続けるIT市場に適応すべく、ビジネス・人材・テクノロジーを進化させ、新たな付加価値の創出を目指

し事業活動に取り組んでまいります。

 
３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定または締結などはありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,000,000

計 45,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2026年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2026年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,900,000 14,900,000
 東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株でありま
す。

計 14,900,000 14,900,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2026年４月１日～
2026年９月30日

― 14,900,000 ― 5,500 ― 86
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(5) 【大株主の状況】

2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社タダ・コーポレーション 東京都渋谷区南平台町１－１ 7,022 47.13

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番１号 949 6.37

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２丁目２－２ 509 3.41

株式会社ＵＨ６ 東京都豊島区西池袋１丁目４－10 447 3.00

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－12 383 2.57

INTERACTIVE BROKERS LLC
 (常任代理人　インタラクティブ・ブ
ローカーズ証券株式会社)

ONE PICKWICK PLAZA GREENWICH, CONNECTICUT
06830 USA
(東京都千代田区霞が関３丁目２番５号)

378 2.53

多田　直樹 東京都調布市 300 2.01

STATE STREET BANK AND TRUST CLIENT
OMNIBUS ACCOUNT OM02 505002
 (常任代理人　株式会社みずほ銀行)

ONE CONGRESS STREET, SUITE 1,BOSTON,
MASSACHUSETTS
(東京都港区港南２丁目15－１)

290 1.95

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK
FUND
 (常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ銀
行)

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210 U.S.A
(東京都千代田区丸の内１丁目４番５号)

219 1.47

ＮＳＷ従業員持株会 東京都渋谷区桜丘町31－11 218 1.46

計 ― 10,719 71.94
 

(注) １　「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）」、「野村信託銀行株式会社（投信口）」、

　　　　 「株式会社日本カストディ銀行（信託口）」の所有株式数は信託業務にかかるものであります。

２ 所有株式数の千株未満、発行済株式(自己株式を除く。)の総数に対する所有株式数の割合の小数点

第３位以下は、切り捨てて表示しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2026年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式 ― ―

600

完全議決権株式(その他) (注)１ 普通株式
148,846 ―

14,884,600

単元未満株式 (注)２ 普通株式
― ―

14,800

発行済株式総数 14,900,000 ― ―

総株主の議決権 ― 148,846 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株(議決権１個)含まれ

ております。

２．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が23株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2026年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ＮＳＷ株式会社

東京都渋谷区桜丘町31番11号 600 － 600 0.00

計 ― 600 － 600 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2026年４月１日から2026年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、仰星監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 19,650 15,744

  売掛金及び契約資産 15,105 13,531

  電子記録債権 235 271

  有価証券 － 2,003

  商品 915 847

  仕掛品 1,292 1,494

  貯蔵品 1 1

  その他 752 1,208

  貸倒引当金 △42 △9

  流動資産合計 37,911 35,095

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,981 1,941

   工具、器具及び備品（純額） 407 367

   土地 3,493 3,493

   その他（純額） 105 106

   有形固定資産合計 5,987 5,909

  無形固定資産   

   ソフトウエア 20 424

   ソフトウエア仮勘定 398 －

   のれん 32 26

   その他 20 22

   無形固定資産合計 471 473

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,000 4,000

   繰延税金資産 1,380 1,303

   その他 1,551 1,794

   貸倒引当金 △12 △51

   投資その他の資産合計 4,918 7,047

  固定資産合計 11,377 13,430

 資産合計 49,289 48,525
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 3,688 3,012

  未払法人税等 674 799

  未払消費税等 461 361

  賞与引当金 1,203 1,038

  工事損失引当金 49 7

  製品保証引当金 12 30

  その他 2,244 2,021

  流動負債合計 8,334 7,271

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 2 2

  退職給付に係る負債 2,687 2,688

  その他 374 376

  固定負債合計 3,063 3,067

 負債合計 11,397 10,338

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,500 5,500

  資本剰余金 86 86

  利益剰余金 32,258 32,547

  自己株式 △1 △1

  株主資本合計 37,843 38,132

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 51 56

  退職給付に係る調整累計額 △3 △2

  その他の包括利益累計額合計 47 54

 純資産合計 37,891 38,186

負債純資産合計 49,289 48,525
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

売上高 24,854 25,493

売上原価 19,814 20,543

売上総利益 5,039 4,950

販売費及び一般管理費   

 役員報酬 114 116

 執行役員報酬 114 129

 給料及び賞与 854 903

 退職給付費用 31 32

 福利厚生費 166 179

 通信交通費 103 131

 業務委託費 220 247

 賃借料 196 147

 広告宣伝費 383 237

 貸倒引当金繰入額 － 8

 その他 491 500

 販売費及び一般管理費合計 2,678 2,634

営業利益 2,360 2,315

営業外収益   

 受取利息 30 61

 為替差益 8 －

 その他 33 29

 営業外収益合計 72 91

営業外費用   

 為替差損 － 10

 情報セキュリティ対策費 － 95

 その他 1 13

 営業外費用合計 1 120

経常利益 2,431 2,287

特別利益   

 固定資産売却益 － 3

 特別利益合計 － 3

特別損失   

 固定資産売却損 － 3

 固定資産除却損 12 0

 特別損失合計 12 3

税金等調整前中間純利益 2,418 2,286

法人税、住民税及び事業税 571 656

法人税等調整額 181 75

法人税等合計 752 732

中間純利益 1,666 1,554

親会社株主に帰属する中間純利益 1,666 1,554
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

中間純利益 1,666 1,554

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △10 5

 退職給付に係る調整額 2 1

 その他の包括利益合計 △7 6

中間包括利益 1,658 1,561

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 1,658 1,561
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 2,418 2,286

 減価償却費 234 246

 のれん償却額 6 6

 賞与引当金の増減額（△は減少） △453 △165

 工事損失引当金の増減額（△は減少） 52 △42

 製品保証引当金の増減額（△は減少） － 18

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15 2

 受取利息及び受取配当金 △30 △61

 売上債権の増減額（△は増加） 693 1,489

 棚卸資産の増減額（△は増加） △558 △127

 仕入債務の増減額（△は減少） 145 △675

 前受金の増減額（△は減少） 114 132

 未払消費税等の増減額（△は減少） △190 △99

 立替金の増減額（△は増加） △0 △19

 前払費用の増減額（△は増加） △591 △646

 未払金の増減額（△は減少） 62 △65

 未払費用の増減額（△は減少） △69 △25

 預り金の増減額（△は減少） 15 23

 その他 △8 5

 小計 1,854 2,283

 利息及び配当金の受取額 16 40

 法人税等の支払額 △1,050 △534

 営業活動によるキャッシュ・フロー 820 1,789

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △218 △122

 無形固定資産の取得による支出 △49 △61

 資産除去債務の履行による支出 △25 －

 投資有価証券の取得による支出 △1,000 △2,000

 会員権の取得による支出 － △11

 会員権の売却による収入 － 17

 長期前払費用の取得による支出 △44 △241

 その他 0 3

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,337 △2,414

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △669 △1,264

 その他 △4 △18

 財務活動によるキャッシュ・フロー △674 △1,282

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,201 △1,902

現金及び現金同等物の期首残高 19,666 19,550

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  18,464 ※  17,648
 

EDINET提出書類

ＮＳＷ株式会社(E04952)

半期報告書

14/21



【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　連結の範囲の重要な変更

前連結会計年度おいて非連結子会社であったNSW SOLUTION MALAYSIA SDN. BHD.は、事業活動の開始に伴い重要性

が増したため、当中間連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

現金及び預金 18,464百万円 15,744百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 －　〃 △100　〃

有価証券 －　〃 2,003　〃

現金及び現金同等物 18,464百万円 17,648百万円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

配当に関する事項

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月12日
取締役会

普通株式 670 45.00 2025年３月31日 2025年６月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

　　もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月10日
取締役会

普通株式 595 40.00 2025年９月30日 2025年12月２日 利益剰余金
 

 
Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

配当に関する事項

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年５月11日
取締役会

普通株式 1,266 85.00 2026年３月31日 2026年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

　　もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年11月９日
取締役会

普通株式 893 60.00 2026年９月30日 2026年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自　2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 報告セグメント

合計

 
エンタープライズ

ソリューション

サービス

ソリューション

エンベデッド

ソリューション

デバイス

ソリューション

売上高      

  外部顧客への売上高 8,115 6,622 5,414 4,701 24,854

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

△470 555 △2 △82 －

計 7,644 7,177 5,412 4,619 24,854

セグメント利益 849 137 743 629 2,360
 

(注)　セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当中間連結会計期間(自　2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 報告セグメント

合計

 
エンタープライズ

ソリューション

サービス

ソリューション

エンベデッド

ソリューション

デバイス

ソリューション

売上高      

  外部顧客への売上高 6,796 8,231 5,949 4,515 25,493

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

△8 185 △302 125 －

計 6,788 8,417 5,647 4,640 25,493

セグメント利益 870 79 756 609 2,315
 

(注)　セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

 
 (単位：百万円)

 
報告セグメント

合計エンタープライズ

ソリューション

サービス

ソリューション

エンベデッド

ソリューション

 デバイス
 ソリューション

ビジネスソリューション 3,096 59 5 － 3,161

金融・公共ソリューション 3,570 33 35 － 3,639

システム機器販売 845 － － － 845

デジタルソリューション 50 2,094 7 － 2,151

クラウド・インフラサービス 531 4,435 45 14 5,025

組込み開発 22 － 5,103 285 5,412

デバイス開発 － 0 217 4,401 4,619

顧客との契約から生じる収益 8,115 6,622 5,414 4,701 24,854

外部顧客への売上高 8,115 6,622 5,414 4,701 24,854
 

 
当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

 
 (単位：百万円)

 
報告セグメント

合計エンタープライズ

ソリューション

サービス

ソリューション

エンベデッド

ソリューション

 デバイス
 ソリューション

ビジネスソリューション 1,476 1,140 30 － 2,648

金融・公共ソリューション 4,425 225 124 － 4,775

システム機器販売 492 385 3 － 880

デジタルソリューション 29 2,030 21 － 2,082

クラウド・インフラサービス 324 4,377 90 41 4,834

組込み開発 18 4 5,549 728 6,301

デバイス開発 29 58 128 3,745 3,962

顧客との契約から生じる収益 6,796 8,224 5,949 4,515 25,486

その他の収益 － 7 － － 7

外部顧客への売上高 6,796 8,231 5,949 4,515 25,493
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり中間純利益 111.83円 104.35円

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する
   中間純利益（百万円）

1,666 1,554

   普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   中間純利益（百万円）

1,666 1,554

   普通株式の期中平均株式数(株) 14,899,377 14,899,377
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

 
2026年５月11日開催の取締役会において、2026年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 1,266百万円

② １株当たりの金額 85円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2026年６月30日
 

また、第61期（2026年４月１日から2027年３月31日まで）中間配当について、2026年11月９日開催の取締役会にお

いて、2026年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 893百万円

② １株当たりの金額 60円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2026年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2026年11月13日

ＮＳＷ株式会社

取締役会 御中

 

仰星監査法人

 東京事務所
 

 

指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 金 井　匡 志  

 

 

指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 春 田　岳 亜  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＳＷ株式会社

の2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ＮＳＷ株式会社及び連結子会社の2026年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中

間連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国

において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め
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られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報

告書において中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業

は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に　監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場

合　又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上
　

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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